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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう

11月の組織人員

4,976人（ ）加 入
22人

　

11
月
７
日
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
政
府
は
16
歳
未
満

の
子
供
た
ち
に
よ
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

を
禁
止
す
る
「
世
界
に
先

駆
け
た
」
法
案
を
提
出
す

る
予
定
だ
と
発
表
し
た
。

尚
、
違
反
し
た
場
合
は
、

事
業
者
に
高
額
な
罰
金
が

課
さ
れ
る
。

　

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ア
ル
バ

ニ
ー
ジ
ー
首
相
は
、
来
週

議
会
に
提
出
す
る
予
定
の

こ
の
法
案
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
子
供
た
ち
に
与

え
て
い
る
「
害
」
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
も
走
行
中
の
地
下
鉄
の

屋
根
に
立
ち
乗
り
を
す
る

（
地
下
鉄
サ
ー
フ
ィ
ン
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
動
画
を
観
た
若

者
が
そ
の
真
似
を
し
て
、

今
年
６
人
が
死
亡
、
１
８

１
人
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

　

11
月
17
日
投
開
票
さ
れ

た
兵
庫
県
知
事
選
。
斎
藤

元
彦
氏
が
孤
独
無
縁
で
始

ま
っ
た
出
直
し
選
挙
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
う
ま
く
利
用
し
、

大
差
で
知
事
に
返
り
咲
い

た
。

　

こ
の
３
つ
の
例
か
ら
も

言
え
る
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

は
良
い
面
と
悪
い
面
が
あ

る
。

　

こ
れ
か
ら
の
組
合
運

動
・
取
り
組
み
も
そ
の
良

い
面
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し

て
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
。

山
王
四
丁
目

　

主
催
者
を
代
表
し
て
中

西
孝
司
中
央
執
行
委
員
長

よ
り
「
全
国
の
仲
間
が
一

丸
と
な
っ
て
、
持
続
可
能

な
建
設
業
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
だ
国
会
請
願
署

名
は
、
21
年
ぶ
り
と
な
る

国
会
で
の
請
願
を
か
ち
取

り
、
建
設
業
を
は
じ
め
と

す
る
新
担
い
手
３
法
の
改

正
へ
と
大
き
く
前
進
し
た
。

 

国
会
請
願
採
択
の
成
果
を

　
　 

今
後
の
運
動
に
繋
げ
よ
う

全
建
総
連
第
65
回
定
期
大
会
開
催

今
後
の
仲
間
の
賃
金
引
き

上
げ
に
繋
げ
て
い
こ
う
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
本
会
議
で
勝

野
書
記
長
と
原
正
財
政
部

長
か
ら
第
64
年
度
経
過
報

告
、
財
政
決
算
報
告
と
第

65
年
度
運
動
方
針
案
、
予

算
案
の
提
案
が
あ
り
質
疑

応
答
を
経
て
い
ず
れ
も
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
専
門
部
ご
と

に
９
分
科
会
に
分
か
れ
て

議
案
を
討
議
し
、
３
日
目

は
分
科
会
議
長
が
討
議
内

容
を
詳
し
く
報
告
し
ま
し

た
。

　

定
期
大
会
表
彰
で
は
、

秋
田
建
労
の
照
井
昇
前
組

合
長
、
船
木
博
美
副
組
合

長
、
久
米
成
順
書
記
長
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
65
年
度
役
員
選
出
で

は
、
中
央
執
行
委
員
長
に

全
建
愛
知
の
鈴
木
貴
雄
委

員
長
が
新
任
、
副
中
央
執

行
委
員
長
に
岩
手
県
連
の

高
橋
清
一
郎
会
長
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
建
労

か
ら
は
千
葉
直
樹
組
合
長

が
中
央
執
行
委
員
に
再
任
、

勝
野
圭
司
特
別
執
行
委
員

は
全
建
総
連
書
記
長
を
退

任
し
、
新
た
に
全
建
愛
知

の
小
倉
範
之
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
・
大
会
宣
言
を
採
択
・

確
認
し
、「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」
を
三
唱
し
て
第
65

回
定
期
大
会
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
企
画
調
査
室

長
、
社
会
保
障
対
策
部
長

を
経
験
し
て
２
０
１
２
年

に
全
建
総
連
の
書
記
長
に

な
り
、
12
年
間
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が

全
建
総
連
で
仕
事
が
で
き

た
の
は
秋
田
の
皆
さ
ん
の

応
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
建
総
連
、
秋
田
建
労

も
含
め
て
こ
れ
か
ら
色
々

と
山
あ
り
谷
あ
り
の
厳
し

い
時
代
が
来
る
と
思
い
ま

　

２
０
０
４
年
、
役
員
就

任
の
際
に
、
全
建
総
連
の

規
約
で
、
い
ず
れ
か
の
県

連
・
組
合
に
所
属
し
組
合

員
籍
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

当
時
の
役
員
に
相
談
を
し

た
と
こ
ろ
、
強
く
秋
田
建

労
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
秋
田
建
労
に
相

談
し
、
快
く
加
入
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

以
来
、
約
20
年
秋
田
建

労
の
組
合
員
と
し
て
全
建

総
連
本
部
で
仕
事
を
し
て

適切な賃金確保と
労働環境の改善を要請
横手市長と意見交換

　

11
月
６
日
、
横
手
支
部

と
大
森
支
部
で
横
手
市
交

渉
を
行
い
、
横
手
支
部
の

柴
田
吉
伸
支
部
長
、
大
森

支
部
の
太
田
育
雄
支
部
長

ら
６
人
と
組
合
か
ら
佐
々

木
茂
一
副
組
合
長
、
鈴
木

賢
治
事
務
局
長
が
参
加
、

横
手
市
側
は
高
橋
大
市
長

が
対
応
し
ま
し
た
。

　

柴
田
支
部
長
は
、「
建

設
業
界
は
、
将
来
に
わ
た

る
技
能
者
の
確
保
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

物
価
や
資
材
が
高
騰
し
て

い
る
の
に
、
賃
金
が
上
が

ら
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
適
切
な
賃
金
確

保
と
労
働
環
境
の
改
善
を

早
急
に
実
現
し
て
欲
し

い
」
と
訴
え
要
請
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

髙
橋
市
長
か
ら
は
、「
適

切
な
単
価
で
積
算
し
、
工

期
内
に
物
価
や
人
件
費
が

高
騰
し
た
場
合
で
も
適
正

な
価
格
転
嫁
を
実
施
し
て

い
る
」「
法
定
福
利
費
が

適
切
に
含
ま
れ
て
る
か
請

負
代
金
内
訳
で
確
認
し
て

い
る
」「
公
契
約
条
例
は

顧
問
弁
護
士
と
も
法
令
の

確
認
を
し
て
い
る
」「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
は
来

年
度
の
予
算
編
成
は
ま
だ

だ
が
思
い
は
受
け
止
め
た

い
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

今
大
会
で
退
任
さ
れ
た
秋
田
建
労
所
属

の
全
建
総
連
勝
野
圭
司
前
書
記
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た

退任表彰を受ける勝野書記長（左）

　

全
建
総
連
は
10
月
23
日
～
25
日
に
神
奈
川
県
横
浜
市
「
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
」
を
会
場
に
第
65
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
50
県
連
・
組
合
１
３
５
９
人
の
仲
間
が
参
加
し
、
秋

田
建
労
か
ら
は
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
国

会
請
願
採
択
の
歴
史
的
成
果
を
力
に
、
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

組
織
増
勢
を
か
ち
取
ろ
う
」
を
運
動
の
中
心
に
来
期
に
向
け
て
活

発
な
討
議
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

す
が
、
是
非
、
若
い
力
を

含
め
て
皆
さ
ん
で
一
つ
一

つ
乗
り
越
え
て
い
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

要
請
項
目

①
公
共
工
事

設
計
労
務
単

価
の
引
き
上

げ
に
対
応
し

た
賃
金
確
保

②
適
正
な
労

働
環
境
の
実

現
と
法
定
福

利
費
の
確
保

③
公
契
約
条

例
の
早
期
制

定
④
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
継

続

要
請
書
を
手
渡
す

左
か
ら
髙
橋
市
長 

・ 

柴
田
支
部
長

太
田
支
部
長
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完成が楽しみだなぁ～

本荘由利支部住宅デー

上手に釘打ち出来るかな

手を叩かないで

リ
オ
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
大
仙
市
秋
の
稔
り
フ
ェ

ア
」
と
、
美
郷
総
合
体
育

館
リ
リ
オ
ス
で
開
催
さ
れ

た
「
美
郷
フ
ェ
ス
タ
」
へ

協
賛
し
、
そ
れ
ぞ
れ
住
宅

デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
美
郷
フ
ェ
ス
タ
へ

参
加
し
て
来
ま
し
た
。
催

し
は
子
供
を
対
象
と
し
た

木
工
教
室
で
す
。
今
回
は

小
椅
子
と
小
物
入
れ
作
り

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
小
物
入
れ
制
作

が
小
さ
い
子
に
人
気
で
、

釘
打
ち
に
興
味
を
示
す
園

児
が
多
か
っ
た
の
が
驚
き

で
し
た
。
最
初
は
、
金
づ

ち
の
柄
の
色
々
な
所
を
持

ち
替
え
て
叩
い
て
い
ま
し

た
が
、
危
な
っ
か
し
い
手

つ
き
に
、
見
守
っ
て
い
た

親
も
一
緒
に
柄
を
持
っ
て

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
椅
子
作
り
は
釘
を
使

わ
な
い
物
だ
っ
た
の
で
安

全
で
し
た
が
、
小
物
入
れ

作
り
の
釘
打
ち
に
興
味
を

持
つ
子
供
達
が
今
後
も
木

工
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

木
工
教
室
に

 
子
ど
も
達
も
夢
中

大
仙
・
美
郷
支
部
住
宅
デ
ー

真剣な眼差しで
釘打ち　　

　

11
月
15
日
、
組
合
本

部
大
会
議
室
で
第
４
回

執
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

１
．
報
告
事
項

①
執
行
委
員
の
変
更
に

つ
い
て
②
特
別
執
行
委

員
の
任
期
に
つ
い
て
③

自
治
体
交
渉
報
告
に
つ

い
て
④
賃
金
ア
ン
ケ
ー

ま
し
た
。

２
．
協
議
事
項

①
第
68
回
定
期
大
会
開

催
要
綱
（
案
）
の
件
は
、

令
和
７
年
３
月
21
月
に

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
秋
田
で
午
後

１
時
開
会
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

３
．
中
建
国
保
本
部
監

査
結
果
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

ト
結
果
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ

第4回
執行委員会

執
行
委
員
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

　

 

【
大
仙
・
美
郷
支
部

　
　
　
　
　

渋
谷　

能
弘
】

　

10
月
20
日
、
大
仙
・
美

郷
支
部
で
は
、
大
曲
ヒ
カ

　

 

【
本
荘
由
利
支
部

　
　
　
　
　

阿
部　

留
四
】

 

ゆ
り
ほ
ん
ス
マ
イ
ル
フ

ェ
ス
タ
が
、
10
月
26
日
に

文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
で

行
わ
れ
、
本
荘
由
利
支
部

で
は
住
宅
デ
ー
と
し
て
協

賛
し
、
住
宅
相
談
会
、
卓

上
ス
マ
ホ
置
き
制
作
の
木

工
体
験
教
室
を
開
き
ま
し

た
。

　

卓
上
ス
マ
ホ
置
き
の
組

み
立
て
で
は
子
供
た
ち
に

釘
打
ち
を
し
て
も
ら
い
、

作
業
中
の
眼
差
し
を
見
て

い
る
と
真
剣
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
縁
日
遊
び
の

輪
投
げ
や
射
的
な
ど
で
景

品
を
提
供
し
て
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

　みなさんが加入している団体生命共済の割戻金が確定し、組合員の出資金へ
振替することとなりました。割戻金を振替することにより、出資金として据え
置くか千円を超える金額を引き出しできるようになります。
　本年度の割戻金の金額は以下の表のとおりとなります。請求、お問い合わせ
はこくみん共済coop秋田推進本部（018-824-6031）へご連絡ください。

区　分 年　齢 割戻金額（円）

組 合 員

　 50歳以下 800
　 51～60歳 830
　 61～70歳 770
　 71歳以上 290

配 偶 者
　 50歳以下 170
　 51～60歳 180
 　61～70歳 230

※割戻金額は組合員と配偶者
の合算した金額となります。

※上記の割戻金額は１年間
（令和５年６月から令和６
年５月）在籍した場合の
金額であり、年度途中に
加入した組合員は在籍し
た月数により金額が異な
ります。

※令和６年６月以降に加入し
た組合員は今回の割戻金
はありません。

団体生命共済割戻金について団体生命共済割戻金について

　令和７年４月１日から、旧4号建築物の特例が廃止され、原則全て
の建築物の省エネ基準適合が義務化されます。申請図書の作成や申請
手続きについて個別にサポート（無料）する「秋田県建築士サポート
センター」が、（一財）秋田県建築住宅センターに開設されました。

　詳細、申し込み方法は
「組合ホームページの掲示板」をご覧ください。

秋田県建築士サポートセンター 事務局
〒010-0001
秋田県秋田市中通二丁目３番８号 アトリオンビル５階

（一財）秋田県建築住宅センター内

TEL：090-2276-4101　FAX：018-836-7852

「秋田県建築士サポートセンター開設」のご案内「秋田県建築士サポートセンター開設」のご案内
改正建築基準法・建築物省エネ法の円滑な施行に向けた

●令和６年12月２日から保険証に代えて「資格確認書」また
は「資格情報のお知らせ」を発行します！
※現在お持ちの保険証は有効期限まで使えますので、間違えて
捨てないようお気を付け下さい。

●資格確認書・資格情報のお知らせの違い

●来年の３月末までは以下の手続きをした方に
「資格確認書」・「資格情報のお知らせ」を発行します。
①加入手続きをした方
②住所や氏名の変更手続きをした方
③保険証の紛失等により再交付手続きをした方
④資格確認書の交付申請やマイナ保険証の解除申請をした方

●従来の保険証をお持ちの方には、来年３月末までに
「資格確認書」・「資格情報のお知らせ」を全員に交付する予
定です。

資格確認書 資格情報のお知らせ

どんな人に
発行するの？

医療機関に
かかる時は？

マイナ保険証を持ってい
る人
☆マイナ保険証とは
・保険証機能を登録した
マイナンバーカードを指
します。

原則マイナ保険証を使っ
てかかります。

資格確認書を使ってかか
ります。

マイナ保険証を持ってい
ない人
《例》
・マイナンバーカードを持
っていない人
・マイナ保険証の登録を
していない人

重　要
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【
秋
田
東
支
部

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

守
】

　

昨
年
の
７
月
15
～
16
日

の
大
雨
に
よ
り
、
秋
田
東

支
部
員
の
方
々
が
床
上
浸

水
等
の
災
害
に
遭
い
大
変

な
思
い
を
し
、
そ
れ
で
も

前
を
向
き
復
興
に
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
開
催
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
こ
そ

は
皆
が
笑
顔
で
集
い
楽
し

い
家
族
慰
安
会
を
開
催
し

た
い
と
思
い
、
11
月
10
日

に
広
面
の
ロ
ッ
ク
ン
ボ
ウ

た
が
、
バ
ス
の
中
で
少
し

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
１

８
０
度
変
わ
っ
て
、
笑
顔

に
な
り
道
中
楽
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

わ
ら
び
座
に
て
「
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル　

ジ
ャ
ン
グ
ル

大
帝
レ
オ
」
を
観
劇
し
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
歌
に

合
わ
せ
て
手
拍
子
で
、
朝

一
番
の
あ
の
難
し
そ
う
な

方
々
は
ど
こ
に
行
っ
た
の

だ
ろ
う
か
と
思
う
く
ら
い

で
し
た
。

　

温
泉
ゆ
ぽ
ぽ
で
懇
親
会

を
行
い
、
畠
山
辰
美
支
部

長
の
挨
拶
、
船
木
税
金
対

策
部
長
の
乾
杯
の
挨
拶
で

始
ま
り
ま
し
た
。
船
木
部

長
は
今
回
で
２
回
目
の
参

加
と
な
り
、
五
城
目
支
部

の
皆
さ
ん
と
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
笑
い
話
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
13
人
の
参
加
と
、

例
年
よ
り
参
加
人
数
は
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

 

【
秋
田
南
支
部

　
　
　
　
　
　

石
田　

誠
】

　

10
月
27
日
、
健
康
増
進

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ユ
フ
ォ

ー
レ
」
を
会
場
に
、
秋
田

南
支
部
秋
季
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
12
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
久
米
成
順

書
記
長
を
招
き
、
交
流
支

部
と
し
て
河
辺
、
秋
田
東
、

千
秋
の
３
支
部
の
支
部
長

さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

行
い
、
プ
レ
ー
前
に
伊
藤

英
世
書
記
長
か
ら
、
チ
ー

ム
分
け
と
コ
ー
ス
や
ル
ー

ル
の
説
明
が
あ
り
、
４
人

グ
ル
ー
プ
、
３
チ
ー
ム
で

３
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。

　

Ａ
コ
ー
ス
は
山
が
多
く

強
く
打
つ
と
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
い
抜
け
出
る
の
に

大
変
苦
戦
し
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
た
チ
ー
ム
か
ら

　

 

【
五
城
目
支
部

　
　
　
　
　

猿
田　

大
輔
】

　

11
月
10
日
に
、
秋
田
芸

術
村
で
五
城
目
支
部
家
族

慰
安
会
を
行
い
ま
し
た
。

支
部
員
13
名
が
参
加
、
本

部
よ
り
船
木
基
行
税
金
対

策
部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
早
く
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
バ
ス
に
乗
り
込
む
と

き
は
、
気
難
し
そ
う
な
険

し
い
顔
で
入
っ
て
き
ま
し

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
和
を
広
げ
る

秋
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
劇

歌
に
合
わ
せ
て
手
拍
子

　 

五
城
目
支
部

ストライクが出ますように！！

笑顔で楽しみました

思い出の地で一枚

ボウリングに焼肉　
みんなが笑顔の慰安会

気持ちいい
青空の下で
角館支部慰安会

笑顔になって「ハイ」チーズ

ル
に
て
家
族
慰
安
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
組
合
本
部
よ
り

渡
邉
心
也
賃
金
対
策
部
長
、

近
隣
支
部
よ
り
千
葉
清
貴

千
秋
支
部
副
支
部
長
、
石

田
誠
秋
田
南
支
部
長
、
長

谷
部
大
治
河
辺
支
部
長
を

招
き
、
大
人
22
人
、
子
供

３
人
の
参
加
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
が
ス
タ
ー
ト
。

　

皆
さ
ん
な
か
な
か
思
っ

た
コ
ー
ス
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
出
来
ず
、
四
苦
八
苦
。

ス
コ
ア
ー
が
伸
び
な
い
中

で
メ
ン
バ

ー
表
を
見

て
「
キ
ャ

サ
リ
ン
っ

て
誰
？
」

と
小
さ
い

女
の
子
の

大
き
い
声

が
。
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム

ま
し
た
。

 

秋
田
東
支
部
佐
藤
守
支

部
長
の
乾
杯
で
喉
を
潤
し

た
後
、
伊
藤
書
記
長
よ
り

結
果
発
表
と
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

１
位
か
ら
３
位
と
ブ
ー

ビ
ー
賞
の
賞
品
が
手
渡
さ

れ
、
参
加
者
全
員
に
は
参

加
賞
と
河
辺
支
部
長
谷
部

大
治
支
部
長
か
ら
の
甘
柿

が
配
ら
れ
、
み
ん
な
笑
顔

で
支
部
の
和
も
広
が
り
、

時
を
忘
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

集
計
に
入
り
、
そ
の
後
懇

親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
長
挨
拶
で
、
日
頃

の
支
部
活
動
へ
の
感
謝
と

更
な
る
参
加
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
続
い
て
久

米
書
記
長
か
ら
は
、
横
浜

で
開
催
さ
れ
た
全
建
総
連

定
期
大
会
の
内
容
に
つ
い

て
話
が
あ
り
、
ま
た
健
康

診
断
の
未
受
診
者
へ
の
呼

び
掛
け
の
お
願
い
も
あ
り

　

 

【
角
館
支
部

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｆ
】

　

私
の
地
元
、
仙
北
市
田

沢
湖
梅
沢
に
あ
り
ま
す
、

大
沼
公
園
で
、
角
館
支
部

家
族
慰
安
会
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

 

地
元
な
の
に
中
学
生
時

代
に
な
べ
っ
こ
遠
足
で
訪

れ
て
以
来
、
久
し
振
り
に

足
を
運
ぶ
と
、
す
ご
く
綺

麗
に
整
備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
・
公
園
に

な
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　

暑
く
も
な
く
、
寒
く
も

な
い
。
空
は
青
空
で
時
々

吹
く
風
が
気
持
ち
い
い
。

開
会
式
が
あ
り
、
記
念
撮

影
し
て
、
一
緒
に
プ
レ
ー

す
る
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ

れ
て
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。

　

ヤ
バ
い
。
皆
さ
ん
上
手

な
の
に
、
マ
ズ
い
、
何
で

俺
だ
け
ポ
ー
ル
の
奥
と
手

前
を
行
っ
た
り
来
た
り
。

そ
ん
な
日
曜
日
の
大
沼
公

園
は
水
辺
が
あ
り
、
高
台

か
ら
の
眺
め
も
良
く
、
プ

レ
ー
す
る
方
々
は
松
や
も

み
じ
の
景
色
に
少
し
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
様
子
。

　

や
が
て
ゲ
ー
ム
は
終
わ

り
、
懇
親
会
へ
と
。
成
績

発
表
。
そ
し
て
表
彰
の
後
、

乾
杯
。
私
の
成
績
は
１
１

８
点
で
15
位
。
少
し
悔
し

い
。
練
習
し
よ
う
。
私
の

ハ
ー
ト
は
メ
ラ
メ
ラ
と
焼

き
芋
が
焼
け
そ
う
な
く
ら

い
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
て
い

ま
す
。

だ
よ
と
教
え
る
場
面
も
あ

り
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

二
ゲ
ー
ム
を
終
え
結
果
発

表
。

　

お
腹
を
空
か
せ
、
い
ざ

焼
肉
屋
さ
ん
へ
。
食
べ
放

題
メ
ニ
ュ
ー
に
笑
顔
の
絶

え
な
い
時
間
を
共
に
し
た

子
供
達
か
ら
「
ボ
ウ
リ
ン

グ
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や

り
た
い
」「
お
肉
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
」
の
一
声

を
聞
き
、
た
っ
ぷ
り
の
元

気
を
も
ら
え
ま
し
た
。

労働保険の事務委託をされている
事業主の皆様、一人親方労災保険
に加入されている皆様へ
　特別加入者は労働者と違い、労災事故
に遭遇した際に給付制限がかかることが
あります。
　職種を問わず、冬期間除雪作業に従事
する特別加入者（事業主、一人親方）は
予め届出が必要ですので組合へご相談下
さい（一度届出された方につきましては、
再度届出は不要です）。無届けのまま除雪
作業でけがをした場合、労災保険からの
給付が受けられません。また、委託当初
の業種内容に変更・追加等が生じた場合
にも速やかに組合へ届けて下さい（変更・
追加の届出がない業務内容での労災では
保険給付対象外となる場合があります）。
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【
本
荘
由
利
支
部

　
　
　
　
　

阿
部　

和
雪
】

　

11
月
３
日
文
化
の
日
は

「
晴
れ
の
特
異
日
」
と
言

わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
今

年
も
そ
の
通
り
！
晴
天
の

秋
晴
れ
の
も
と
和
気
あ
い
あ
い

　

 

【
大
住
支
部

　
　
　
　
　

高
橋　

善
郎
】

　

10
月
17
日
、
仁
別
ク
ア

ド
ー
ム
ザ
・
ブ
ー
ン
で
健

友
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な

天
気
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち

良
い
大
会
で
し
た
。

　

１
コ
ー
ス
が
１
番
か
ら

８
番
ま
で
、
シ
ョ
ー
ト
ホ

ー
ル
で
６
メ
ー
ト
ル
程
、

ロ
ン
グ
で
30
メ
ー
ト
ル
位
、

凸
凹
あ
り
、
下
り
坂
上
り

坂
と
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー

ス
で
し
た
。

も
と
本
荘
地
区
の
慰
安
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
行
き
先
は
に
か

ほ
市
象
潟
方
面
で
す
。
20

人
が
参
加
し
、
午
前
10
時

に
賑
や
か
に
バ
ス
で
出
発

し
ま
し
た
。
到
着
は
象
潟

に
あ
る
郷
土
資
料
館
で
す
。

ぶ
り
、
初
心
者
同
様
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
和
気
あ
い

あ
い
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」

な
ど
声
を
掛
け
合
い
な
が

　

ゴ
ル
フ
な
の
で
少
な
い

回
数
で
ポ
ー
ル
に
入
れ
、

順
位
を
決
め
る
の
で
す
が
、

ポ
ー
ル
に
は
３
本
脚
が
有

り
、
そ
の
脚

が
邪
魔
し
て

上
手
く
入
ら

な
い
の
で
す
。

そ
れ
が
ま
た

面
白
い
と
こ

ろ
か
な
！

　

自
身
、
初

参
加
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
は
支
部
大

会
以
来
３
年

懇親会で交流

ら
の
２
コ
ー
ス
、
あ
っ
と

い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

今
日
一
日
だ
け
で
１
万
歩

ほ
ど
の
運
動
量
で
体
も
心

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

た
。

　

運
動
の
後
は
、
温
泉
に

入
り
疲
れ
を
取
り
、
懇
親

会
と
な
り
ま
す
。
美
味
し

い
料
理
と
ビ
ー
ル
、
酒
、

う
ま
い
、
う
ま
い
！
仕
事
、

選
挙
、
大
谷
選
手
の
活
躍

と
話
題
も
様
々
、
井
戸
端

会
議
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

帰
り
の
バ
ス
時
間
も
忘
れ

る
ほ
ど
で
す
。
次
回
も
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
で
す
。
今

回
来
れ
な
か
っ
た
人
も
次

待
っ
て
ま
す
。
と
て
も
楽

し
い
一
日
で
し
た
。

読

近者

況
の

　

11
月
上
旬
、
県
南
の
あ

る
温
泉
の
前
で
の
リ
ン
ゴ

詰
め
放
題
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
す
ご
い
行
列
で
、

中
に
は
詰
め
過
ぎ
て
コ
ロ

コ
ロ
転
が
す
人
も
い
て
楽

し
い
買
い
物
で
し
た
。

�

（
主
婦　

71
歳)

　

寒
く
な
っ
て
き
て
、
鍋

の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
家
で
は
、
こ
の
季
節

カ
モ
鍋
が
メ
イ
ン
で
す
。

〆
に
鍋
ラ
ー
メ
ン
を
入
れ

る
と
す
ご
く
お
い
し
い
で

す
よ
！�

（
主
婦　

56
歳)

　

寒
暖
差
に
よ
る
体
調
管

理
に
注
意
し
な
が
ら
、
健

康
の
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
。
お
日

様
を
浴
び
な
が
ら
、
心
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
い

ま
す
。�
（
主
婦　

62
歳)

　

い
よ
い
よ
寒
さ
が
増
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
雪

が
少
な
く
雪
か
き
が
楽
で

し
た
が
、
今
年
の
予
報
は

雪
が
多
い
と
の
こ
と
で
、

体
を
動
か
す
い
い
機
会
と

思
っ
て
頑
張
り
ま
す
。�

�

（
主
婦　

62
歳)

　

我
が
家
で
は
イ
ベ
ン
ト

を
大
切
に
し
て
お
り
、
10

／
31
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
カ

ボ
チ
ャ
を
く
り
抜
い
て
グ

ラ
タ
ン
を
作
り
、
ウ
イ
ン

ナ
ー
に
ピ
ザ
シ
ー
ト
を
巻

い
て
お
化
け
の
形
に
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
が
喜
ん

で
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
♪�

�

（
パ
ー
ト　

30
歳)

キ
Ａ
リ

Ｂ
ギ

Ｃ
リ

Ｄ
ス

Ｅ

坂口　美月さん（仁井田）　　伊藤　淳子さん（大　住）
浅利百合子さん（大　館）　　菅原久美子さん（昭　和）
鈴木真知子さん（新　屋）　　　　　　 応募総数13名

　解答をハガキかファックスにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字以内の近況もしく
はコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に1,000円分のクオカードを進呈
致します。FAX 018-865-2292 締め切りは、12月16日まで

秋 田 建 労 パ ズ ル

前回の解答は

● 前回の当選者 解　答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

　たて・よこのカギをヒントにマス目
を埋め、Ａ～Ｆの順に並べて下さい。
読むと言葉になります。

1 2 3 4 5

Ｅ

6 7

Ｆ

8 9 10 11

12 13 14 15

Ａ Ｂ

16 17 18

19 20 21 22

23 24 25

26 27

Ｄ Ｃ

よこのかぎ
１．軽くつぶした飯にタレをつけ串焼きし

た中部地方の郷土料理「○○○餅」
２．江戸時代の旅の必需品だった○○○○

手形
３．金庫の必須条件かな？溶解温度が高く

燃えにくい
４．花びらが数多く重なっているさま
５．羽衣の松や御穂神社がある三保の○○

○○
９．愛知県の円福山豊川閣妙厳寺。通称「○

○○○稲荷」
11．大学の法・文・経・理・医・工など
13．スキー客で賑わう、上信越高原国立公

園の○○高原
15．米どころの新潟県は、和菓子「笹○○○」

も有名です
16．広大なロシアの首都は？
18．床を掘り下げて灰を敷いています
20．山梨県の県庁があります
22．2013年、我が国自慢の富士山が世界

○○○遺産に
24．恩返しをする鳥かな？
25．福井県にある険しい○○の名勝、「東

尋坊」は天然記念物です

１．中の悪い者同士が同じ場所にいる。○
○○同舟

３．中部山岳国立公園の代表的な山。氷河
が存在します

６．長良川のアユ漁といえば？
７．計画がうまく進み、一人○○に入る
８．叔父さんの息子とボクとの関係
10．金沢の伝統工芸品の「○○友禅」
12．できれば端麗のほうがいいな
14．三国時代に対立したのは、高句麗、新

羅と？
16．酸味の強いイエメン産のコーヒー豆
17．体裁なんか関係ない、恥も○○○○も

なくなった
19．長野県にある断層湖。冬場は結氷しま

す
21．互いの優劣や差が無い状態
23．香りがものに移って、ずっと残る
26．ベルギーのものが有名。表面凹凸の焼

き菓子
27．新潟と富山はチューリップ、石川はク

ロユリ、福井はスイレンなど

たてのかぎ

象潟郷土資料館を見学

グラウンドゴルフを楽しむ様子

と
時
で
し
た
。
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潟
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入
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懇
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。
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が
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意
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。
　
　
　
　

事
務
所
年
末
年
始
お
休
み
の
お
知
ら
せ

団体生命払込証明書の発行について
　確定申告等で組合セット共済の団体生命払込証明書
が必要な方は、組合に連絡してください。後日、こく
みん共済 coopから送付いたします。

中建国保に加入のみなさまへ

　６年４月以降、まだ受診していない方は必ず受診して下さい。集団健診同様に受
診費用は無料です。

○オプション（希望者のみ）※下記の３項目は血液検査です。
　・胃粘膜萎縮度検査（ペプシノーゲン）　個人負担2,200円
　・前立腺特異抗原（ＰＳＡ）　男性　　　個人負担1,550円
　・婦人科系検査（ＣＡ125）　 女性　　　個人負担1,750円
　・甲状腺機能検査（ＴＳＨ，ＦＴ3，ＦＴ4） 個人負担4,000円
　・循環器系検査（ＢＮＰ）　 　　　　　 個人負担2,000円

＜申込方法＞
下記の日程から希望する日を選んで、中央健診センターへ直接連絡して下さい。※各先着５名

◇健 診 日　　12月16日(月)・18日(水)・19日(木)・20日(金)
　　　　　　　１月20日(月)・22日(水)・23日(木)・24日(金)
　　　　　　　２月17日(月)・19日(水)・20日(木)・21日(金)

◇受付時間　  午後１時～３時

◇会　　場　　秋田県総合保健事業団
　　　　　　　中央健診センター（臨海　赤十字血液センター隣）
　　　　　　　〒010-0941　秋田市川尻町字大川反233-186

◇申込窓口　　中央健診センター　電話　０１８－８９６－１８６０

12月～２月の未受診者対象健康診断のお知らせ

健
友
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ


